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論文題目 
Synthesis and Properties of Electron-Deficient Polycyclic Aromatic Compounds 
（電子受容性の多環芳香族化合物の合成と性質） 
本論文は，多環芳香族炭化水素  （ PAH）  の骨格内に 5 員環を組み込んだ化合物



































京都大学 博士（工学） 氏名  朝 魯 門 
第３章では，5 員環を一つ含むジナフト縮環テトラセン誘導体の反応性を検討して
いる。すなわち，その捻れたπ共役面に対するベンザインの  [4+2] 付加環化反応に
より，モノ付加体に加えて，ビス付加体が位置選択的に得られることを見出し，実験







セン誘導体の 1H NMR 測定の結果，芳香族領域のシグナルが対応するジベンゾ縮環体
と比較して高磁場側にシフトしていることから，チオフェン縮環構造の導入が芳香族
性を大幅に低下させることを明らかにしている。磁場中における環電流を可視化する

















手法により 5 員環構造を含む一連の CP-PAH 類を効率的に合成できることを実証して
いる。これらの基礎物性ならびに構造修飾において重要となる反応性を解明し，特異
な三次元構造をもつ固体発光性化合物に変換できることを明らかにしている。また，






（続紙 ２ ） 
 
























中では二つの 5 員環部分に強い常磁性環電流が存在することを示した。  
５．代表的な電子輸送性材料の一つであるペリレンビスイミド（ PBI）誘導体にジ
ベンゾ縮環構造を導入すると，捻れたπ共役骨格が構築されることを示した。得ら
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